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概要 

筆者は，ニュータウン計画・設計及びオールドタウン化しつ

つある住宅地の再生を，実践的研究テーマのひとつとしてかね

てより取り組んでいる。 
そのような中，団地再生のアイディアコンペ『団地再編

COMPETITION2013』（主催：関西大学先端科学技術推進機

構 地域再生センター，共催，河内長野市）が行われ，そこで，

三好庸隆研究室案（三好と修士課程2年大井理惠チーム）が，河

内長野市長より高い評価を受け，河内長野市長賞を獲得した。 
その経緯と提案内容について報告したい。 

 

 
図 1 二次公開審査会の様子（於:河内長野市立市民交流センター） 

 

図 2 プレゼンテーションの様子 

 

図 3 プレゼンテーションの様子 筆者（右）と大井理惠（左） 

 

図 4 河内長野市長賞を受ける筆者 

（撮影：KSDP団地再編プロジェクト） 
1.コンペ趣旨  

コンペの趣旨を『団地再編COMPETITION2013』HPより抜

粋すると次のとおりである。 
「昭和40年代を中心に，急速に増加する大都市圏の住宅需要

に応えるため，多くの公的賃貸集合住宅団地が建設されまし

た。早期の大量供給という社会的な命題に応えるため，標準設

計をベースにした団地形成手法で建設が進められ，その結果，

郊外の団地も都心の団地も，同じスタイル，同じ仕組みで建っ

ています。現在，そうしてできた郊外縁辺部の賃貸住宅団地

は，空き住戸を多く抱え，高齢化や，コミュニティの弱体化な

どの問題とあいまって，団地だけでなく，地域としての将来像
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を描きにくい状態になっています。このような問題を解決し，

将来的に持続可能な集住環境に再生・更新してくために，「空

間」，「制度」，「暮らし」の多面的な視点から，団地そのも

のの再編が必要だと考えます。 
社会情勢の変化に伴い人口減少の様相を呈している，大都市

郊外のさらに縁辺部に位置するニュータウンの大規模賃貸集合

住宅団地を提案の舞台として，現在の建物ストックを極力利用

しながら，「団地全体の仕組みの再編，その結果としての空間

の再編，新たな暮らしの提案」をテーマとした団地再編に対す

るアイデアを募集します。 
具体的な対象地は，大阪府河内長野市にあるUR南花台団地

（以下，南花台団地）です。河内長野市は，大阪のベッドタウ

ンとして開発が進み，多数の小規模なニュータウンが様々な事

業主体により開発されました。南花台地区は，賃貸集合住宅団

地（南花台団地）を中心に戸建て住宅も多く建つニュータウン

で，背景には豊かな自然にも恵まれ，新たな再編提案の舞台と

してふさわしい場所だと考えています。賃貸集合住宅団地の仕

組みと空間を再編することにより，団地のみならず地域が居住

者主体の豊かで安心安全な集住環境，持続可能な集住環境とな

ることが望まれます。それを実現する手法とその結果としての

空間イメージを提案してください。」 
 

2.コンペのスケジュール 

 コンペは下記のスケジュールで進められた。 
応募登録開始／2013年11月1日(金) 締切／2013年12月25日(水) 
作品提出締切／2014年2月28日(金) 
一次審査結果発表／2014年3月上旬 
二次公開審査 及び 全作品展示会／2014年5月25日(日) 
 於：河内長野市立市民交流センター 
二次審査の結果発表／2014年5月25日(日)公開審査会場にて 

 

3.二次公開審査会とその結果 

 このコンペでは，団地再編という時機を得たテーマであるこ

ともあり，都市プランナー，建築家，建築・都市計画系大学研

究者の間では，少なからず関心を呼んだ。ホームページによる

と応募登録は172件で，実際に作品提出が行われたのは23作品

であった。 
 一次審査では，この23作品について9人の審査員による審査

が行われ，一次審査通過8作品の選出が行われた。この8作品の

登録住所は東京3作品，神奈川1作品，愛知1作品，大阪1作品，

兵庫2作品となっている。 
 二次公開審査会では，各チーム10分のプレゼンテーションと，

審査員から15分間の質疑応答が課せられた。審査員は，一次審

査時とほぼ同じで，都市計画，建築，ランドスケープの専門家，

及び河内長野市長から構成されており，審査員長は関西大学環

境都市工学部建築学科教授江川直樹氏であった。 

 このようななかで，三好研究室案は総合評価第2位で，なか

でも河内長野市長から最も高い評価を受け，河内長野市長賞の

受賞となった。 
 二次公開審査に残った8作品がどのような視点から団地再編

提案に取り組んだかは，専門的視点から大変興味深いが，紙幅

の関係上，ここでは8作品のタイトルを示すことによって，お

おむねの傾向を感じていただければ幸いである。 
 
最優秀賞 

「自然と都市が近い 奥河内 エコ・ライフ拠点」 
代表：重村力（神奈川大学）他10名 
 

河内長野市長賞 
「暮らしの誇りと絆が見える＜南花台＞！！」 
代表：三好庸隆（武庫川女子大学） 
   大井理恵 

優秀賞 
「ダンチモリ −  2052 年，団地が還る未来」 
代表：塚本文 他4名 
「住戸をつなぐことからはじめる郊外型団地再生」 
代表：安枝英俊（兵庫県立大学）他8名 
    

佳作 
「『地域資本主義』型コミュニティ再生手法の提案 
 ―成熟社会への変革に対応した包摂度の高い社会システム

を目指して―」 
代表：山本一晃（(有)リブ建築設計事務所）他1名 
「Danchi Craft ～段違いの団地再編～」 
代表：廣岡周平（PERSSIMON HILLS）他1名 
「団地を育てる～パビリオン団地からコミュニティ団地へ～

コミュニティのある災害仮設団地」 
代表：大木壯太（建築事務所TESSEN）他1名 
「『立体通り庭』のある住まい」 
代表：平野有良（ジェイアール東日本建築設計事務所） 
 

4.団地再編（再生）のゆくえ  
筆者は，2007年の「明舞団地再生アイディアコンペ」で最

優秀賞をいただき，その後明舞団地センターにおいて新規セン

ター（「コムボックス明舞」という名称でディベロッパーはダ

イワロイヤル）を実現させる機会を得ている。またその当時に

提案した近隣大学連携組織「明舞再生塾」も，関係者の努力も

あって実現し継続した組織として育ちつつある。 
本稿で報告した『団地再編COMPETITION2013』は，テー

マは明舞団地とほぼ同様であるが，実施に向けての態勢につい

ては明らかにされていない。 
このコンペを契機に，南花台団地において団地再編にむけての

全体のムーブメントが起こることを期待したい。 
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図 5 提案パネル NO.1 

  

 

図 6 提案パネル NO.2 
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図 6 提案パネル NO.2 
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